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1. はじめに 
NICT は、遠距離周波数比較を目的とした広帯域ＶＬＢＩシステム（GALA-V）の開発を進めている。それぞれ原
子周波数標準器のある場所に小型VLBI観測局を設置し、比較対象とする原子周波数標準器の信号を基準信号と
してVLBI観測を行うことにより、それらの周波数差を比較することができる。GALA-Vプロジェクトではアンテ
ナの受信感度と遅延計測精度を向上させるため3-14GHzの非常に広い帯域で電波星からの電波を受信す
る。GALA-Vは、国際VLBI事業（IVS）が次世代の測地VLBI観測システムとして開発をすすめているVGOS(VLBI
Global Observing System)との共同観測を念頭に、互換性を持つ仕様で開発を進めている。VGOSシステムとの
共同観測は、高精度な周波数比較にも有益であり、共同観測により測地と周波数比較の両立を目指している。 
  
2. 国土地理院石岡局13m - NICT鹿島34m の超広帯域VLBI実験 
2015年には国内のVGOS局として完成した国土地理院の石岡測地観測局(直径１３ｍ)と、広帯域受信機を搭載し
た鹿島34m局の間で試験観測を実施し、世界初となる８GHz帯域幅の超広帯域信号の合成に成功した。その後の
実験では1秒間の観測でサブピコ秒(光速で約0.1mm)の遅延計測精度が実現できることを実証した。しかしなが
ら遅延の計測精度が高くても、局位置の推定を行うためには、VGOSで求められている高速駆動のアンテナでな
ければ大気の遅延推定誤差が支配的となることが予想されており、2015年8月に行った鹿島34m-石岡局のVLBI観
測では、このことを裏付ける結果が得られている。局位置推定の精度はそのまま周波数比較の精度と対応す
る。今後、高速駆動のVGOS局または、複数の広帯域VLBIアンテナとの共同観測等、更なる精度改善の方策を検
討する。 
  
3. 産総研―NICT小金井間の周波数比較VLBI実験 
GALA-V周波数比較プロジェクトでは、日本標準時を維持するNICTと原子周波数標準を開発している産総研に小
型VLBIアンテナを設置し、VLBI技術を使った周波数比較のテストベッドとしてUTC[NICT] とUTC[NMIJ]の比較実
験を行っている。前節述べた広帯域VLBI観測によって、小型でも十分な遅延計測精度と信号帯雑音比（SNR）で
VLBI観測が可能であり、発表では現在までの精度検証実験の結果を報告する。 
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4. まとめ 
GALA-V周波数比較プロジェクトでは、IVSの進めるVGOSに対応した広帯域VLBI観測システムの開発を進めてお
り、国土地理院石岡測地観測局との実証実験により、1秒で1ピコ秒を切る遅延計測精度を実現した。これは現
在マイクロ波による世界最高レベルの群遅延計測である。現在、我々は産総研とNICT小金井の間で周波数比較
実験進めており、精度検証の後、小型VLBI局の海外への移設と大陸間規模の周波数比較実験を目指す。 
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